
はじめに

　魚野川は岩菅山の東側を流れ，群馬県の野反湖か
ら始まり，中津川と合流して新潟県津南町で信濃川
に合流する河川である。この魚野川流域を含む赤石
山，岩菅山，烏帽子岳，佐武流山，白砂山で囲まれ
た「魚野川源流域」は，その立地条件から秘境とさ
れ，人為的な影響が少なかったことから，原生的な
状態でブナ等の天然林が広大な面積で保存されてい
る。このため当該地域は学術的，遺伝資源的に重要
でな地域であることから，1993年に佐武流山周辺森
林生態系保護地域に指定され，更に2019年に上信越
高原国立公園志賀高原地域の公園計画再検討による
地種区分の変更に伴い，特別保護地区に指定された。
　志賀山を中心とする志賀高原地域は，1980年にユ
ネスコ人間と生物圏（MAB : Man and the Biosphere）
計画に基づく生物圏保存地域（ユネスコエコパー
ク）に登録されている。現在，魚野川源流域は志賀
高原ユネスコエコパーク地域には含まれていないが，
志賀高原ユネスコエコパーク協議会では，魚野川源
流域の保全に関する法的担保の条件が整い，また利
害関係者の合意が得られたことから，当該地域を含
むエリア拡張を計画している。そこで著者はユネス
コエコパークの拡張申請や管理運営に必要な基礎的
知見を提供することを目的として，2020年から魚野

川源流域の中・大型哺乳類相の調査を開始した（水
谷 2022）。本報告では2021年の調査結果について報
告する。

調査地と調査方法

　調査は，魚野川源流域の北端にあたる切明南方の
国有林内（36°47′53″N，138°37′29″E，880―920m 
a.s.l.）で実施した（図 1 ）。調査地は魚野川（中津
川）右岸が赤石沢国有林，左岸が岩菅国有林である。
調査地周辺の主要な植生はブナやミズナラであり，
河川に近い場所はサワグルミ・トチノキ群落となっ
ている。平均気温，年降水量および最深積雪深の平
年値（ 1991 年― 2020 年） はそれぞれ 7.5 ℃，
1872.9mm，279cmである（気象庁 2022）。なお本
調査は，北信森林管理署と共同で実施した。
　調査は，2021年 8 月22日から10月30日までの期間，
実施した。魚野川右岸側（赤石沢国有林）と左岸側
（岩菅国有林）の森林内にそれぞれ 3台ずつ，計 6
台の自動撮影カメラを設置した（図 1 ）。調査で使
用した自動撮影カメラは，ハイクカム SP2（株式会
社ハイク，旭川市）である。本機材は，夜間撮影時
には940nm赤外線補助光を照射する，ノーグロー
タイプの自動撮影カメラであり，センサー反応範囲
は35°，画角は42°である。本調査では，静止画によ
り対象を記録した。自動撮影カメラは，地上高 1～
1.5mの高さで，ツリーマウントを介してナイロン
ベルトを用いて立木の樹幹に固定した（写真 1 ）。
撮影する角度は，カメラから 2 ～ 4 mの範囲の地
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面が写るように調整した。自動撮影カメラの設定は，
静止画記録，動物検知時に 3ショット撮影，復帰時
間 1分とした。
　哺乳類が撮影された記録のうち，30分以内に同一
個体と推測される動物が写っていた場合は，重複イ
ベントとして有効データから除外した。また一度に
複数の個体が撮影された場合は，撮影回数を個体数
分カウントした。撮影された野生の哺乳類の種名は，
「The Wild mammals of Japan」（Ohdachi et al. 2009）
に従って整理した。相対的な撮影頻度を比較するた
め， 1 台の自動撮影カメラを100日間作動させた場
合の撮影回数である撮影頻度指数（RAI : Relative 
Abundance Index）を次式により算出した（O’Brien 
et al. 2003）。

撮影頻度指数 RAI＝ 
 （撮影回数［回］/カメラ稼働日数［日］）×100［日］

結果と考察

　調査期間中の有効撮影日数は414カメラ日で，総
撮影回数は854回であった。このうち哺乳類が記録
された有効な撮影回数は96回（11.2％）であった。
地域の中・大型哺乳類相の把握に必要な調査努力量

は200～300カメラ日程度とされており（金子
ら 2009），本調査の有効撮影日数は，これを上回っ
ていた。
　撮影された野生の中・大型哺乳類は 8種で，ニホ
ンザル Macaca fuscata（写真 2 ）の撮影回数が全体
の25.0％と多かった（表 1 ）。次いでニホンテン 
Martes melampus（写真 3 ），タヌキ Nyctereutes pro-
cyonoides（写真 4 ），ツキノワグマ Ursus thibetanus

（写真 5）が多く出現した。
　注目すべき種として，ハクビシン Paguma larvata

（写真 6）がすべての月に，ニホンジカ Cervus nip-
pon（写真 7）が 9月，10月に，イノシシ Sus scrofa

（写真 8）が 9月に，それぞれ確認された。ハクビ
シンは移入動物と考えられており，2015年 3 月に公
表された「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれ
のある外来種リスト」（環境省・農林水産省）では
重点対策外来種に指定されている。ただしその指定
理由は生態系被害ではなく，人間活動に関係する経
済・産業被害を重視したものであり（環境省自然環
境局 2015），本種の生息が原生的な森林生態系に及
ぼす影響はいまだ明らかになっていないが，その生
息動向は注視する必要があるだろう。またニホンジ

図 1．調査地の位置（左）と自動撮影カメラの配置（右）

写真 1．自動撮影カメラの設置状況

写真 2．ニホンザル Macaca fuscata
（2021年 8 月25日撮影）
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カとイノシシは，いずれも各地で分布域の拡大と個
体数の増加が報告されており，また鳥獣害の観点か
らも注目されている。このうちニホンジカは個体数
密度の増加が森林生態系に大きな影響を及ぼすこと
が知られていることから，広大な原生林が残る当該
地域ではとくに，今後の動向を注視する必要がある。

このほか文化庁の特別天然記念物に指定されている
ニホンカモシカ Capricornis crispus（写真 9 ）の生
息が確認された。
　2021年調査で確認された 8種の中・大型哺乳類種
は，いずれも2020年調査でも確認された種であった。
また2020年調査で確認されたが2021年調査では確認

写真 4．タヌキ Nyctereutes procyonoides
（2021年10月 7 日撮影）

写真 5．ツキノワグマ Ursus thibetanus
（2021年10月12日撮影）

写真 6．ハクビシン Paguma larvata
（2021年 8 月26日撮影）

写真 7．ニホンジカ Cervus nippon
（2021年10月 6 日撮影）

写真 8．イノシシ Sus scrofa
（2021年 9 月 8 日撮影）

写真 3．ニホンテン Martes melampus
（2021年 8 月24日撮影）
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されなかった 4種は，いずれも出現頻度が少ない種
であった。このことから当該地域の中・大型哺乳類
相には，この 2年間で特段の変化はないものと推察
される。しかし，当該地域では個体数の増加が問題
となっているニホンジカやイノシシ，また移入動物
であるハクビシンの生息が確認されていることから，
これらの生息動向を把握するために，今後もモニタ
リング調査を継続することが望ましいと思われる。
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